








































つ効率的な工法の開発が喫緊の課題となっている．   
著者らはこのことに着目し，予めアラミド繊維製 
FRP シート (以後，AFPR シート) にエポキシ系樹






































Pu (1) (kN) 
設計せん断耐力 2×Vu (kN) 
せん断 
余裕度 










 59.8 0.60 
A-20 20 26.6 86.4 0.86 
A-40 40 53.1 113 1.12 
A-60 60 79.7 139 1.39 
W-20 
水中 
20 26.6 86.4 0.86 
W-40 40 53.1 113 1.12 
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力 Pu および設計せん断耐力のコンクリート分担分 
Vc は土木学会コンクリート標準示方書 3) に準拠し，
コンクリート実圧縮強度 f'c = 30 MPa ，軸方向鉄筋
の実降伏強度 fy = 395 MPa を用いて算出した．また，
AFRP 帯の設計せん断耐力分担分 VAF はアラミド
補強研究会の「アラミド繊維シートによる鉄筋コン
クリート橋脚の補強工法設計・施工要領 (案)」(以後，
補強設計要領) 4) に準拠し，下式 (1) により算出し
た． 
 
























表３ 水中硬化型接着樹脂の力学的性質 (公称値) 
 




AFRP 帯の幅を変化させた全 7 体である (表１ 参
照)．試験体名の内，第 1 項目は施工・養生環境 (A：
気中，W：水中)，第 2 項目は AFRP 帯幅 (単位：
mm)を示している．  
図１には試験体の形状寸法，配筋状況およびせん
断補強概要の一例 (A/W-40 試験体) を示している．
試験体は断面寸法 150×200 mm，純スパン長 1.7 m 
の複鉄筋 RC 梁である．なお，断面の四隅には 10 
mm の面取りを施している．上下端鉄筋には 
D19(SD345) を 2 本ずつ配置している．スターラッ
プには D6(SD345) を用い片側の等せん断力区間を


























圧縮強度 53.0 JIS K-6911 
曲げ強度 32.4 JIS K-6911 
引張強度 15.0 JIS K-6911 
液状 
接着樹脂 
圧縮強度 40.0 JIS K-6911 
曲げ強度 35.0 JIS K-6911 























せん断力区間の 6 等分点とし，表２に示す保証耐力 































一般的な照査値 (1.5 MPa) を上回っている．従って，
本実験に用いた水中接着樹脂は接着材料としての性
能を満足しているものと判断される． 
液状水中接着樹脂については，継手長を 10 cm 程 
度以上とすることで AFRP 帯の保証耐力以上の付
着力を確保できることを確認している． 従って，
AFRP 帯の継手長は RC 梁上面において 13 cm と
した． 
 




1) 水中接着樹脂を混合し，厚さ 4 mm 程度に成 
形する． 
2) 気中で AFRP 帯と接着樹脂を一体化させる． 
3) 水槽内に設置された RC 梁の接着面に 2) を
配置し圧着する． 
4) 圧着した状態で 5 日間程度水中養生する． 
なお，上記の水中接着は専用の装置を用いて一面
ずつ圧着し，接着樹脂の可使時間 (30 分程度) 内に
すべての面の接着を完了している．樹脂の厚さは圧




量 200 kN の油圧ジャッキを用いて 4 点曲げ載荷
試験法により行った．水中接着補強した RC 梁の載
荷実験は，試験体を水から引き揚げた後，ひずみゲ 















30 分 (at. 25 ℃) 
硬化時
間 
2 時間 (at. 25 ℃) 
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て A-1～A-5 とする．また，図には各 AFRP 帯に
おいてひずみ値が最も大きく示された測定値を示し
ている (ひずみゲージ位置は図４参照)． 
図より，A-40 試験体の場合には，いずれの AFRP 
帯も変位 δ= 4～5 mm 程度において，ひずみが急




































のような性状は，A/W-20 および A/W-60 試験体に
おいても同様であることを確認している． 
 














値には各 AFRP 帯に貼り付けた 5 点のひずみゲー
ジ出力の最大値を用いている．図より，AFRP 帯の 
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AFRP 帯幅が 20 mm の場合において，水中施工さ
れた AFRP 帯のひずみが気中施工の場合よりも大






































3.5 AFRP 帯の作用引張応力 
表５には，主鉄筋降伏時における AFRP 帯の作用
引張応力の一覧を示している．なお，表中の AFRP 








図４ 主鉄筋降伏時における AFRP 帯各計測点のひずみ分布性状の一例 






















1) 水中せん断補強により，せん断破壊型 RC 梁
の破壊形式を曲げ破壊型に移行可能である． 
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樹脂と AFRP 版を用いて水中補強した RC 梁の
静載荷実験，コンクリート工学年次論文集，Vol.32，
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N 38.1 - - - - - 
A-20 53.3 15.2 0.83 1414 976 0.69 
A-40 53.9 15.8 0.50 737 592 0.80 
A-60 51.4 13.3 0.18 414 207 0.50 
W-20 52.1 14.0 1.05 1304 1236 0.95 
W-40 54.1 16.0 0.43 744 508 0.68 
W-60 54.8 16.7 0.24 519 285 0.55 
*1：式 (1) に基づき N に対する荷重増分から算定， *2：AFRP 帯の最大ひずみから算定
表５ 主鉄筋降伏時における AFRP 帯の作用引張応力 
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